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は
じ
め
に

　本
論
文
は
、
本
居
宣
長
の
学
問
の
基
礎
に
仏
教
的
言
語
観
を
探
る
も
の

で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た）

1
（

。

宣
長
は
自
ら
の
学
問
を
「
道
の
学
問
」
と
し
つ
つ
、
古
道
論
を
語
る
「
直な

お

毘び
の

霊み
た
ま」

で
激
し
い
儒
仏
批
判
を
展
開
す
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
宣
長
の

学
問
は
、
仏
教
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　宣
長
の
初
期
作
品
『
排あ

し

蘆わ
け

小お

船ぶ
ね

』『
石
い
そ
の

上か
み

私さ
さ
め淑
言ご
と

』『
紫し

文ぶ
ん

要よ
う

領り
ょ
う』
に
は

心
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
の
思
索
が
見
ら
れ
る
。
言
語
を
め
ぐ
る
考
察

は
『
古
事
記
』
研
究
進
展
と
と
も
に
深
め
ら
れ
、『
古
事
記
伝
』
刊
本
に

至
っ
て
「
意コ

コ
ロと
事コ
ト

と
言コ
ト
バと
は
み
な
相ア
ヒ

称カ
ナ

へ
る
物
」
と
い
う
言
語
観
が
確
立

す
る
。
そ
れ
は
、
心
と
、
心
が
認
識
す
る
事
物
と
、
そ
れ
を
表
現
す
る
言

語
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
言
語
観
に
仏
教
が
関
連
す
る
。
宣
長
と
同
様
の
言
葉
を
真
言
僧
の

契
沖
に
見
出
せ
る
。「
こ
ゝ
ろ
と
こ
と
は
と
あ
ひ
か
な
ふ
」（『
万
葉
代
匠

記
』「
初
稿
本
惣
釈
」）、「
事
有
れ
ば
必
ず
言
有
り
、
言
有
れ
ば
必
ず
事
有

り
」（『
和
字
正
濫
鈔
』「
漢
文
序
」）。
両
者
の
言
語
観
の
基
本
は
一
致
す

る
。
江
戸
期
、
心
と
事
と
言
語
の
関
係
、
す
な
わ
ち
言
語
を
介
し
た
人
間

と
世
界
と
の
関
係
を
論
理
的
に
解
明
し
て
い
た
の
は
仏
教
、
特
に
倶
舎
・

唯
識
思
想
で
あ
る
。
当
時
、
倶
舎
・
唯
識
思
想
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
宗

派
を
問
わ
ず
多
く
の
学
僧
が
こ
れ
を
学
ん
だ）

2
（

。
契
沖
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。　以

下
で
宣
長
の
言
語
観
と
、
仏
教
、
特
に
倶
舎
・
唯
識
思
想
と
の
比
較

を
通
じ
て
、
宣
長
は
仏
教
的
言
語
観
を
自
覚
的
に
取
り
入
れ
て
、
そ
の
思

想
を
形
成
し
た
こ
と
を
示
し
た
い）

3
（

。

一

　「相ア
ヒ

称カ
ナ

ふ
」
の
用
法

　契
沖
は
「
あ
ひ
か
な
ふ
」、
宣
長
は
「
相
称
へ
る
」
と
、
と
も
に
同
じ
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は
与
え
ら
れ
な
い
。
心
・
心
所
の
相
応
と
は
異
な
っ
て
、
心
と
言
語
は
対

等
の
結
合
関
係
に
あ
る
。
宣
長
の
「
相
称
ふ
」
も
、
契
沖
と
同
様
、
仏
教

の
、
離
れ
が
た
く
結
合
す
る
と
い
う
意
味
の
相
応
で
あ
る
。
つ
ま
り
心
と

事
と
言
語
は
相
応
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
対
等
に
し
て
不
可
分
で
あ
る
。

宣
長
は
こ
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

抑
意コ

コ
ロと

事コ
ト

と
言コ
ト
バと

は
、
み
な
相ア
ヒ

称カ
ナ

へ
る
物
に
し
て
、
上
ツ
代
は
、
意

も
事
も
言
も
上
ツ
代
、
後
ノ
代
は
、
意
も
事
も
言
も
後
ノ
代
、
漢カ
ラ

国ク
ニ

は
、

意
も
事
も
言
も
漢
国
な
る
を
、
書
紀
は
、
後
ノ
代
の
意
を
も
て
、
上
ツ

代
の
事
を
記
し
、
漢
国
の
言
を
以
テ
、
皇ミ

国ク
ニ

の
意
を
記
さ
れ
た
る
故

に
、
あ
ひ
か
な
は
ざ
る
こ
と
多
か
る
を
、
此
記
は
、
い
さ
ゝ
か
も
さ

か
し
ら
を
加ク

ハ

へ
ず
て
、
古
ヘ
よ
り
云
ヒ
伝
ヘ
た
る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ

ば
、
そ
の
意
も
事
も
言
も
相ア

ヒ

称カ
ナ
ヒて
、
皆
上
ツ
代
の
実マ
コ
トな
り

 

（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）
7
（

） 

　以
下
の
考
察
で
、
宣
長
の
「
相
称
ふ
」
と
い
う
言
葉
が
、
心
と
事
と
言

語
の
対
等
不
可
分
性
の
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　二

　心
と
言
語
の
関
係
を
表
す
「
意
言
」

　心
と
事
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
ず
心
と
言
語
の
関
係
を
考
察
す

る
。
歌
の
本
質
と
は
何
か
を
論
じ
る
『
排
蘆
小
船
』
に
心

こ
こ
ろ

詞こ
と
ば（
ま
た
情
こ
こ
ろ

詞こ
と
ば）

と
い
う
語
が
あ
る
。
心
詞
と
は
、
詞
は
心
を
表
す
も
の
と
い
う
伝
統

的
な
歌
論
の
用
語
で
あ
り
、
和
歌
の
世
界
に
は
、
詩
法
の
議
論
に
「
心
と

詞
の
何
れ
を
優
先
す
べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る）

8
（

。
宣
長
は
そ
の
議

語
を
使
う
。
こ
の
「
あ
ひ
か
な
ふ
」
と
い
う
語
の
意
味
を
ど
う
捉
え
る
か

は
、
両
者
の
言
語
観
、
特
に
宣
長
を
理
解
す
る
上
で
の
重
要
な
問
題
で
あ

る
。「
相
称
ふ
」
は
「
相
応
」
と
同
義
で
、
相
応
と
は
、
程
よ
く
つ
り
あ
う
、

ふ
さ
わ
し
い
、
と
い
う
意
味
で
使
う
用
法
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

中
世
に
お
い
て
世
阿
弥
は
、
そ
の
能
楽
論
で
い
う
。

一い
っ

さ
い
の
事じ

に
、
相そ
う

応お
う

な
く
ば
成
じ
ょ
う

就じ
ゅ

あ
る
べ
か
ら
ず
。
よ
き
本も
と

木ぎ

の

能
を
、
上
手
の
し
た
ら
ん
が
、
し
か
も
出い

で
来き

た
ら
ん
を
、
相そ
う

応お
う

と

申
す
べ
し
。 

（『
風
姿
花
伝
第
六
花
修
）
4
（

』）

　一
方
、『
古
事
記
伝
』
は
「
あ
ひ
か
な
ふ
」
の
語
に
五
つ
の
漢
字
を
当

て
る
。「
相ア

ヒ

応カ
ナ

ふ
」、「
相ア
ヒ

称カ
ナ

ふ
」、「
相ア
ヒ

合カ
ナ

ふ
」、「
合ア
ヒ

応カ
ナ

ふ
」、「
相ア
ヒ

協カ
ナ

ふ
」

で
あ
る）

5
（

。
こ
の
五
つ
の
語
は
み
な
仏
書
に
あ
り
、
同
義
語
で
あ
る
。
仏
書

の
中
で
は
「
相
応
」
の
用
例
が
最
も
多
い
。
こ
の
仏
教
語
の
相
応
は
、
部

派
仏
教
以
来
「
離
れ
が
た
く
和
合
す
る
」
と
い
う
、
普
通
と
は
異
な
る
意

味
を
持
つ
。
そ
れ
は
倶
舎
・
唯
識
派
の
心
理
論
に
お
け
る
不
可
欠
な
語
で

あ
る
。『
倶
舎
論
』
を
継
承
す
る
唯
識
派
に
お
い
て
、
相
応
と
は
、
心し

ん

、

す
な
わ
ち
八
識
と
、
心し

ん

所じ
ょ

、
す
な
わ
ち
そ
れ
に
対
応
す
る
五
十
一
の
心
の

作
用
と
が
結
合
し
て
同
時
に
働
く
こ
と
を
い
う）

6
（

。
心
と
心
所
は
所
有
・
従

属
関
係
に
あ
り
、
心
所
は
常
に
心
を
拠
り
所
と
し
て
起
こ
り
、
心
と
相
応

す
る
。

　と
こ
ろ
で
契
沖
は
「
こ
ゝ
ろ
と
こ
と
は
と
あ
ひ
か
な
ふ
」、
つ
ま
り
心

と
言
語
は
相
応
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
言
語
と
は
音
声
言

語
を
指
す
。
一
方
で
「
言
は
す
な
わ
ち
心
也
」（『
和
字
正
濫
鈔
』「
漢
文

序
」）
と
い
い
、
言
語
表
現
が
心
で
あ
っ
て
、
言
語
以
前
の
心
に
は
意
味
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其
詞
の
ほ
ど
よ
く
と
ゝ
の
ひ
て
文ア
ヤ

あ
る
、
是
即
于ウ

多タ

布フ

也
、
于ウ

多タ

也
。

 

（『
石
上
私
淑
言
』
巻
一
）
10
（

）

　言
語
表
現
と
は
「
声
」
で
あ
り
、
心
は
主
に
「
情
」
を
指
す
。
様
々
な

物
事
の
中
で
様
々
な
動
き
を
す
る
情
に
言
葉
の
形
式
を
与
え
る
の
が
歌
で

あ
る
。
つ
ま
り
言
語
表
現
が
心
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　そ
の
心
詞
が
、『
古
事
記
伝
』
再
稿
本
）
11
（

で
は
「
意
語
」
と
「
意
言
」
に

な
り
、
さ
ら
に
『
古
事
記
伝
』
刊
本
で
「
意
言
」
に
統
一
さ
れ
る
。
意
語

と
意
言
、
何
れ
も
仏
教
語
で
あ
る
。
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
再
稿
本
で
意

語
と
意
言
を
使
い
分
け
て
お
り
、「
仏
書
の
意

コ
コ
ロ

語コ
ト
ハ」「
漢
ブ
ミ
の
意
コ
コ
ロ

語コ
ト
ハ」
に

対
し
「
古
ヘ
の
意
コ
コ
ロ

言コ
ト
バ」

と
い
う
。
意
語
と
意
言
は
何
れ
も
声
で
あ
り
、「
古

ヘ
の
意
言
」
と
は
上
代
人
の
話
し
言
葉
＝
声
を
指
す
。
ま
た
「
仏
書
の
意

語
」「
漢
ブ
ミ
の
意
語
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
梵
語
と
漢
語
の
ま
ま
に
読

む
声
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
古
事
記
伝
』
刊
本
で
は
「
漢
の
意

コ
コ
ロ

言コ
ト
バ」「
古
ヘ

の
意
コ
コ
ロ

言コ
ト
バ」

と
な
る
。

　さ
て
『
古
事
記
伝
』
再
稿
本
の
意
語
は
、
仏
典
に
あ
る
「
随
自
意
語
・

随
他
意
語
」
か
ら
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
は
、
仏
の

説
法
に
は
自
ら
の
意
に
随
っ
て
語
る
も
の
（
随
自
意
語
）、
他
人
の
能
力
・

意
の
深
浅
に
よ
っ
て
語
る
も
の
（
随
他
意
語
）、
そ
の
両
者
を
含
む
も
の

（
随
自
他
意
語
）
の
三
つ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
承
け
て
天
台
宗
は
、

法
華
経
を
釈
迦
の
随
自
意
の
教
え
、
他
の
諸
経
を
随
他
意
の
説
だ
と
す

る
。
こ
の
説
を
拠
り
所
と
し
、
法
然
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
で
重
要
な

思
想
を
語
る
。

諸
行
は
機
に
あ
ら
ず
、
時
を
失
す
。
念
仏
往
生
は
機
に
当
り
、
時
を

論
を
踏
ま
え
、『
排
蘆
小
船
』
の
中
で
歌
は
「
事
に
触
る
ゝ
ご
と
に
、
詠

じ
て
情じ

ょ
うを
述
ぶ
る
こ
と
な
り
」
と
い
い
つ
つ
、
情
よ
り
も
詞
を
選
ぶ
こ
と

が
第
一
だ
と
主
張
す
る
。
宣
長
の
主
張
は
心
と
言
語
の
関
係
の
考
察
に
基

づ
く
。

　動
揺
し
て
や
ま
な
い
心
の
ま
ま
に
歌
っ
て
は
歌
に
な
ら
な
い
。
歌
は
、

言
葉
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
揺
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
克
服

の
過
程
で
探
り
当
て
る
言
葉
、
そ
れ
を
情
詞
と
い
う
。『
排
蘆
小
船
』
の

言
語
観
は
『
石
上
私
淑
言
』
で
、
よ
り
整
理
さ
れ
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
に

契
沖
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
沖
は
密
教
の
思
想
を
背
景
に
、

息
＝
心
論
を
語
る
。

凡お
よ
そ人

の
物
い
は
む
と
す
る
時
、
喉の
ん
と

の
内
に
風
あ
り
。
天
竺
に
は
、

此
風
の
名
を
優う

陀だ

那な

と
い
ふ
。
…
息
の
字
の
、
上
の
自
は
鼻
な
り
、

鼻
は
息
の
通
す
る
処
な
り
。
鼻
は
肺
臓
に
属
す
。…
心
に
从シ

タ

か
ふ
は
、

心
の
動
静
に
随
ひ
て
、
息
に
緩
急
あ
り
。
瞋
喜
の
相
、
さ
な
か
ら
息

に
顕
る
ゝ
故
な
る
へ
し
。
密
教
に
は
此
息
を
や
か
て
心
と
説
け
る
事

あ
り
。 

（『
和
字
正
濫
鈔
』「
和
文
総
論
）
9
（

」）

　契
沖
は
こ
こ
で
「
無
我
」
の
思
想
を
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
心
は
人

の
内
部
の
実
体
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
の
発
声
そ
の
も
の
で
あ
る
。
宣
長

は
こ
れ
を
承
け
、
心
に
「
あ
は
れ
」
と
深
く
思
っ
て
長
く
息
を
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
歌
の
起
こ
り
だ
と
説
く
。

情ア
ハ
レ感

の
深
さ
に
し
た
が
ひ
て
、
を
の
づ
か
ら
其
声
な
が
く
出
る
物

也
。
…
長
息
を
つ
き
、
あ
は
れ
あ
は
れ
と
な
が
め
て
も
な
を
あ
か
ぬ

と
き
は
、
其
情
に
感カ

ン

ず
る
さ
ま
を
、
う
ち
長ナ
ガ

め
て
い
ひ
つ
ら
ぬ
る
。
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識
）
は
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
分
別
や
判
断
を
伴
わ
な
い
の
で

意
味
を
理
解
し
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
前
五
識
の
直
後
に
生
じ
る
第
六
の

意
識
は
、
言
葉
を
発
し
て
対
象
を
識
別
す
る）
14
（

。
す
な
わ
ち
意
言
と
は
、
言

葉
を
伴
う
意
識
の
別
名
で
あ
る
。

　さ
て
唯
識
派
が
内
的
意
識
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
宣
長
に
と
っ
て
意

コ
コ
ロ

言コ
ト
バと

は
外
的
現
れ
と
し
て
の
「
声
」
で
あ
る
。
宣
長
に
と
っ
て
も
契
沖
と

同
じ
よ
う
に
、
言
葉
以
前
に
心
は
な
い
。
相
応
と
い
う
言
葉
は
こ
の
よ
う

な
事
態
を
い
う
の
で
あ
る
。

三

　古フ
ル
コ
ト語

と
古フ
ル
コ
ト事

の
不
可
分
性

　契
沖
は
「
事
有
れ
ば
必
ず
言
有
り
、
言
有
れ
ば
必
ず
事
有
り
」
と
い
う
。

こ
の
言
葉
は
『
倶
舎
論
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
に
よ
れ
ば
、

事
物
の
世
界
は
、
因
縁
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
消
滅
変
化
す
る
有
為
法
の

世
界
で
あ
る
。
有
為
法
は
、
名
に
よ
っ
て
存
在
す
る
か
ら
言ご

ん

依え

と
名
付
け

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
事
物
は
名
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
存
在
す
る
。
ま
た
有

為
法
は
「
事じ

」
と
も
呼
ば
れ
る
。

此
の
有
為
法
は
、…
或
は
言ご

ん

依え

と
名
く
。
言
と
は
謂
は
く
語
言
な
り
。

此
の
所
依
は
、
す
な
わ
ち
名み

ょ
うと

俱
な
る
義
な
り
。
是
の
如
き
言
依
は

一
切
有
為
法
を
摂
す
。
…
或
は
有
事
と
も
名
く
。
因
あ
る
を
以
て
の

故
に
。
事じ

と
は
、
是
因
の
義
な
り
。 

（『
倶
舎
論
』
巻
一
）
15
（

）

語
は
是
れ
音お

ん

声じ
ょ
うな

り
。
唯
だ
、
音
声
の
み
に
て
は
す
な
わ
ち
義
を
了

ぜ
し
む
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
云
何
が
了
ぜ
し
む
る
や
。
謂
は
く
、

語
は
名み

ょ
うを
発お
こ

し
、
名
は
能
く
義
を
顕
は
し
て
乃
ち
能
く
了
ぜ
し
む
る

得
た
り
。
感か
ん

応の
う

あ
に
唐と
う

捐え
ん

せ
む
や
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
随ず
い

他た

の
前

に
は
、
暫し

ば
らく
定
散
の
門
を
開
く
と
い
へ
ど
も
、
随ず
い

自じ

の
後の
ち

に
は
、
還か
え

っ
て
定
散
の
門
を
閉
づ
。
一
た
び
開
い
て
以
後
、
永
く
閉
ぢ
ざ
る
は
、

た
だ
こ
れ
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥
陀
の
本
願
、
釈
尊
の
付
属
、
意こ

こ
ろこ

こ
に
あ
り
。 

（『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第
十
二
章
）
12
（

）

　法
然
は
念
仏
を
以
て
釈
迦
の
随
自
意
と
し
、
諸
行
は
随
他
意
だ
と
い

う
。
す
な
わ
ち
念
仏
以
外
の
修
行
に
よ
る
往
生
の
可
能
性
を
否
定
し
た
の

で
あ
る）
13
（

。
こ
の
随
自
意
語
・
随
他
意
語
の
言
葉
と
考
え
方
は
、
宣
長
の
よ

く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
熱
心
な
浄
土
宗
徒
の
家
に
生

ま
れ
た
宣
長
は
、
菩
提
寺
の
樹
敬
寺
で
十
九
歳
の
時
に
「
五
重
相
伝
」
を

受
け
た
。
さ
ら
に
三
十
歳
の
頃
か
ら
晩
年
ま
で
、
法
事
で
「
一
挺
切
念
仏
」

を
勤
め
た
こ
と
、
ま
た
五
十
一
歳
か
ら
三
年
間
、
毎
年
樹
敬
寺
で
の
「
三

部
経
千
部
読
誦
法
会
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
日
記
に
載
る
。
こ
の
日
記
の

記
事
は
、『
古
事
記
』
研
究
進
展
と
と
も
に
神
の
問
題
が
思
考
の
中
心
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
宣
長
が
終
生
熱
心
な
浄
土
宗
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。
宣
長
に
は
『
浄
土
三
部
経
』
と
『
選
択
集
』
は
ご
く
親
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
が
背
景
に
あ
っ
て
、「
コ
コ
ロ
コ
ト
ハ
」
を
表

現
す
る
漢
字
と
し
て
、
随
自
意
語
・
随
他
意
語
か
ら
意
語
を
採
っ
た
の
で

あ
る
。
だ
が
仏
教
で
は
随
自
意
語
・
随
他
意
語
か
ら
随
自
・
随
他
を
切
り

離
し
た
意
語
と
い
う
言
葉
は
単
独
で
は
使
わ
れ
な
い
た
め
に
、『
古
事
記

伝
』
刊
本
で
は
意
言
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　唯
識
派
に
お
い
て
、
意
言
と
は
対
象
物
を
言
葉
に
よ
っ
て
分
別
・
判
断

す
る
意
識
の
認
識
作
用
で
あ
る
。
前
五
識
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
五
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さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
上
代
人
に
は
具
体
的
に
名
前
を
付
け
た
通
り
に
事

物
が
見
え
た
。
高
天
原
の
例
で
い
え
ば
、
天
上
に
は
堅カ

タ

庭ニ
ハ

（
堅
い
地
）、

真マ

名ナ

井イ

（
井
戸
）、
畔ア

、
溝ミ

ゾ

、
ま
た
矢ヤ

ノ

穴ア
ナ

も
存
在
す
る
。
高
天
原
を
、
上

代
人
は
見
た
ま
ま
を
言
葉
に
し
、
言
葉
に
し
た
も
の
を
見
て
、
語
り
伝
え

た
の
で
あ
る
。

矢ヤ
ノ

穴ア
ナ

は
、
下シ
タ
ツ
ク
ニ国よ
り
天ア

上メ

へ
射イ

徹ヌ
キ

た
る
孔ア
ナ

な
り
、【
…
天
上
の
こ
と

な
れ
ば
、
矢
の
通ト

ホ

り
来
た
る
穴
も
無
く
は
あ
る
べ
か
ら
ず
、
若
シ
此
ノ

穴
を
陋イ
ヤ

し
と
せ
ば
、
か
の
堅
庭
も
真
名
井
も
畔
も
溝
も
、
皆
陋
し
か

ら
ず
や
、
…
】 

『
古
事
記
伝
』
十
三
之
巻
）
19
（

）

四

　言
語
と
実
在
の
一
体
性

　心
と
事
と
言
語
の
関
係
を
深
く
考
察
す
る
の
は
唯
識
派
で
あ
る）
20
（

。
唯
識

派
に
よ
れ
ば
、
前
五
識
が
分
別
を
加
え
ず
に
事
物
を
直
接
に
感
覚
し
（
こ

れ
を
現げ

ん

量り
ょ
うと
い
う
）、
第
六
識
が
そ
れ
を
言
葉
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
（
比ひ

量り
ょ
うと
い
う
）。
そ
の
考
え
方
は
、
感
覚
知
覚
を
二
段
階
に
分
け
て
、
第
一

段
で
感
覚
的
に
目
で
見
、
皮
膚
に
触
れ
ら
れ
、
第
二
段
で
言
葉
に
よ
っ
て

そ
れ
が
何
で
あ
る
か
が
認
識
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に

よ
る
知
覚
は
、
往
々
に
し
て
間
違
っ
た
認
識
（
非ひ

い

量り
ょ
うと
い
う
）
を
も
た
ら

し
、
事
物
の
真
の
姿
を
覆
い
隠
す
。
さ
ら
に
、
阿
頼
耶
識
が
す
べ
て
の
外

部
世
界
を
生
み
出
す
根
源
体
で
あ
る
。
現
実
の
行
為
の
印
象
が
阿
頼
耶
識

に
植
え
付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
次
の
行
為
を
生
ん
で
ま
た
そ
の
印
象
が
植
え

付
け
ら
れ
る
。
こ
の
植
え
付
け
る
作
用
を
「
薫く

ん

習じ
ゅ
う」
と
い
い
、
植
え
付
け

ら
れ
る
結
果
を
「
種し

ゅ
う
じ子
」
と
呼
ぶ
。『
解
深
密
経
』
が
こ
の
阿
頼
耶
識
の

な
り
。 

（『
倶
舎
論
』
巻
五
）
16
（

）

　語
は
音
声
で
あ
る
。
だ
が
音
声
の
み
で
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
語
に
よ
っ
て
名
が
成
立
し
、
そ
の
名
が
意
味
を
表
す
の
で
意
味
が

了
解
さ
れ
る
。
音
声
の
内
、
対
象
に
意
味
を
与
え
、
物
事
を
理
解
さ
せ
る

音
声
が
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
事
物
と
言
語
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
。　宣

長
は
『
倶
舎
論
』
同
様
、
事
は
言
葉
だ
と
す
る
。
故
に
『
古
事
記
』

の
古フ

ル

語コ
ト

は
古フ
ル

事コ
ト

で
あ
り
、
言
語
表
現
が
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
事
物
が
先

に
あ
っ
て
人
が
そ
れ
を
見
る
の
で
は
な
く
、
両
者
は
同
時
で
あ
る
。
そ
し

て
上
代
人
は
そ
の
物
と
事
の
「
あ
る
か
た
ち
」
の
ま
ま
に
平
易
に
名
前
を

付
け
た
。

凡
て
皇ミ

国ク
ニ

の
古
言
は
、
た
ゞ
に
其
ノ
物
其
ノ
事
の
あ
る
か
た
ち
の
ま
ゝ

に
、
や
す
く
云イ

ヒ

初ソ
メ

名ナ

づ
け
初ソ
メ

た
る
こ
と
に
し
て
、
さ
ら
に
深
き
理
な

ど
を
思
ひ
て
言
る
物
に
は
非
れ
ば
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
ば
へ
を
以
テ
釈ト
ク

べ

き
わ
ざ
な
る
に
、 

（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
17
（

）

　そ
れ
は
神
の
名
の
付
け
方
に
現
れ
る
。
た
と
え
ば
淤オ

母モ

陀ダ

琉ル
ノ

神
と
い
う

神
が
登
場
す
る
。

淤オ

母モ

陀ダ

琉ル
ノ

神
、
書
紀
に
面オ
モ

足ダ
ル
ノ

尊
と
書
れ
た
り
、
此
字
の
意
の
御
名

な
り
、
…
面オ

モ

の
足タ
ル

と
云
は
、
不ア
カ
ヌ
ト
コ
ロ

足
処
な
く
具ソ
ナ
ハり

と
ゝ
の
へ
る
を
云
、

 

（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
18
（

）

　名
は
そ
れ
が
表
す
事
柄
と
一
体
で
あ
る
。
た
と
え
ば
天
に
高
天
原
が
あ

り
、
そ
こ
は
上
代
人
に
見
え
た
ま
ま
、
聞
こ
え
た
ま
ま
の
世
界
で
あ
る
。

「
凡
て
神
代
の
天
上
の
事
を
云
る
、
皆
此
ノ
国
の
さ
ま
と
異
な
ら
ず
」
と
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来
事
は
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
宣
長
は
、
神
代
の
伝ツ
タ
ヘ
ゴ
ト説に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
る
。

凡
て
神
代
の
伝ツ

タ
ヘ
ゴ
ト説は

、
み
な
実

マ
コ
ト
ノ
コ
ト

事
に
て
、
そ
の
然シ

カ

有ア

る
理
は
、
さ
ら

に
人
の
智サ

ト
リの
よ
く
知
ル
べ
き
か
ぎ
り
に
非
れ
ば
、
然サ

る
さ
か
し
ら
を

以
て
思
ふ
べ
き
に
非
ず
、 

（『
古
事
記
伝
』
六
之
巻
）
23
（

）

　「実
マ
コ
ト
ノ
コ
ト
事
」
に
は
、
上
代
の
言
葉
に
依
ら
ず
に
上
代
を
語
る
事
で
は
達
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
古
伝
説
は
、
上
代
人
が
経
験
し
た
物
事
と
し
て
、

語
り
伝
え
の
言
葉
に
依
り
、「
た
ゞ
古
ヘ
の
伝
ヘ
の
ま
ゝ
に
見
べ
き
な
り
」

な
の
で
あ
る
。
上
代
の
言
葉
に
よ
る
事
の
世
界
は
上
代
人
の
経
験
で
あ

る
。
先
の
例
で
い
え
ば
、「
取

ソ
ノ
ヤ
ヲ
ト
ラ
シ
テ

其
矢
。
自
ソ
ノ
ヤ
ノ
ア
ナ
ヨ
リ
ツ
キ
カ
ヘ
シ
タ
マ
ヒ
シ
カ
バ

其
矢
穴
衝
返
下
者
」
と
口
で
唱

え
れ
ば
、
そ
れ
を
唱
え
、
聞
い
た
上
代
の
人
々
に
天
上
へ
射
抜
い
た
矢
の

穴
が
立
ち
現
れ
た
。
そ
の
経
験
を
「
実

マ
コ
ト
ノ
コ
ト
事
」
と
宣
長
は
表
現
す
る
。

　こ
の
考
え
方
は
唯
識
派
の
、
外
部
世
界
は
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
言
語

活
動
の
産
物
と
す
る
思
想
に
類
似
す
る
。
つ
ま
り
上
代
人
は
祖
先
た
ち
の

経
験
が
織
り
込
ま
れ
た
言
語
を
介
し
て
世
界
を
見
る
。
だ
が
唯
識
派
は
、

事
物
が
心
の
外
に
あ
る
と
す
る
の
は
迷
妄
で
あ
り
、
外
部
世
界
は
心
の
現

れ
だ
と
し
て
そ
の
実
在
を
否
定
す
る
。
こ
の
点
で
ま
た
、
宣
長
と
唯
識
派

は
異
な
る
。
故
に
宣
長
は
こ
こ
で
唯
識
思
想
を
離
れ
、
上
代
の
言
葉
に
よ

っ
て
の
み
上
代
の
実マ

コ
ト、

す
な
わ
ち
実
在
は
明
ら
か
に
な
る
と
主
張
す
る
。

凡
て
人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
へ
は
、
言モ

ノ

語イ
ヒ

の
さ
ま
も
て
、
お
し
は
か
ら

る
ゝ
物
に
し
あ
れ
ば
、
上
ツ
代
の
万
ヅ
の
事
も
、
そ
の
か
み
の
言
語

を
よ
く
明ア

キ

ら
め
さ
と
り
て
こ
そ
、
知
ル
べ
き
物
な
り
け
れ）
24
（

、

　言
語
の
違
い
が
「
世
界
の
捉
え
方
」
の
違
い
で
あ
る）
25
（

。
言
語
と
実
在
の

思
想
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
と
さ
れ
る
。

一
切
種
子
の
心
識
成
熟
し
、
展
転
和
合
し
、
増
長
広
大
し
て
、
二
の

執し
ゅ
う
じ
ゅ

受
に
依
る
。
…
此
の
識
を
亦
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

と
も
名
く
、
…
阿
頼
耶
識

は
甚
深
に
し
て
微
細
な
り
。 

（『
解
深
密
経
）
21
（

』）

　さ
ら
に
「
名み

ょ
う
ご
ん言」、
す
な
わ
ち
言
語
表
現
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
じ

ら
れ
た
種
子
を
「
名

み
ょ
う
ご
ん言
種し
ゅ
う
じ子
」
と
い
い
、
名
言
種
子
か
ら
一
切
の
諸
法
が

生
じ
る
。
故
に
外
部
世
界
は
心
の
現
れ
、
つ
ま
り
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た

言
語
活
動
の
産
物
で
あ
る
。
故
に
心
の
外
に
事
物
は
実
在
し
な
い
。『
成

唯
識
論
』
は
い
う
。

一
切
皆み

な

唯た
だ

識し
き

の
み
有
り
、
…
契か
い

経き
ょ
うに
説
く
が
如
し
、
三
界
は
唯ゆ
い

心し
ん

の

み
な
り
と
い
ふ
。
又
説
か
く
、
所
縁
は
唯た

だ

識し
き

が
所
現
の
み
な
り
と
い

ふ
。
又
説と

か
く
、
諸
法
は
皆み
な

心し
ん

に
離
れ
ず
と
い
ふ）
22
（

。

　一
方
宣
長
は
唯
識
思
想
を
学
び
つ
つ
、
独
自
に
思
索
す
る
。
唯
識
派
と

異
な
っ
て
感
覚
と
認
識
、
す
な
わ
ち
唯
識
派
の
い
う
現
量
と
比
量
を
分
け

ず
、
言
葉
と
結
び
付
か
な
い
感
覚
を
想
定
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
代
人

に
と
っ
て
事
物
を
名
付
け
る
こ
と
、
五
官
に
よ
っ
て
感
覚
し
経
験
す
る
こ

と
は
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
感
覚
・
経
験
に
お
い
て
は
、
五
官
が
把
握
し
た

も
の
を
言
葉
で
認
識
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
謬
、
す
な
わ
ち
唯
識
派
の
い
う

非
量
を
想
定
し
な
い
。
知
覚
は
既
に
言
語
的
で
あ
る
。
五
官
に
よ
り
把
握

し
た
も
の
は
単
な
る
感
覚
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
対
象
が
何
で
あ
る
か
を

把
握
す
る
言
語
を
伴
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宣
長
と
唯
識
思
想
と
の

相
違
点
の
一
つ
は
、
認
識
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ
る
。

　こ
う
し
て
、
感
覚
・
知
覚
と
一
体
と
な
っ
た
言
語
に
よ
っ
て
上
代
の
出
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お
わ
り
に

　宣
長
研
究
一
般
で
、
宣
長
と
仏
教
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
。
一
つ
に
は
宣
長
は
仏
教
を
批
判
す
る
、
そ
の
一
方
で
、

終
生
熱
心
な
浄
土
宗
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
宣
長
の
両
義
的
な
態
度
の
説
明

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宣
長
は
仏
教
言
語
思
想
を
自
ら
の
学
問
の
基

礎
に
自
覚
的
に
取
り
入
れ
た
。
だ
が
宣
長
の
文
章
か
ら
は
宗
教
色
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
、
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ

る
。　本

論
文
で
は
倶
舎
・
唯
識
思
想
を
取
り
上
げ
、
宣
長
の
言
語
観
と
の
関

連
性
を
考
察
し
た
。
だ
が
宣
長
が
生
き
た
時
代
の
仏
教
と
の
関
連
に
は
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
江
戸
期
、
仏
教
は
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ

て
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
当
時
の
知
識
人
は
ど
の
よ
う
に
仏

書
を
読
み
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
か
。
江
戸
期
の
仏

教
に
は
今
後
探
る
べ
き
事
柄
が
多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　（1
）
岡
田
千
昭
『
本
居
宣
長
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
の
「
研
究
文

献
目
録
」
参
照
。
尚
、
田
山
令
史
「『
漢
字
三
音
考
』│
本
居
宣
長
の
言
語
観
一
│
」

（『
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
叢
』
第
九
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
宣
長
が
契
沖

の
五
十
音
論
か
ら
仏
教
色
を
払
拭
し
て
自
ら
の
音
韻
論
を
組
み
立
て
た
こ
と
を

論
じ
て
お
り
、
筆
者
は
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

　（2
）
結
城
令
聞
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
諸
宗
の
唯
識
講
学
と
そ
の
学
風
」（『
日
本

仏
教
の
歴
史
と
理
念
』
明
治
書
院
、
一
九
四
〇
年
）
参
照
。

　（3
）
筆
者
は
、「
契
沖
の
仏
教
言
語
思
想
と
本
居
宣
長
│
心
と
事
と
言
語
の
関
係
を

廻
っ
て
│
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
八
年
）
で
宣
長
と
契
沖

関
係
を
探
求
す
る
宣
長
の
こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
時
代
を
問
わ
な
い
普
遍

的
な
問
い
で
あ
る
。
哲
学
者
の
大
森
荘
蔵
（
一
九
二
一
〜
一
九
九
七
）
は

「
言
語
を
知
る
と
は
、
世
界
を
見
る
見
方
を
知
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」（『
言

語
・
知
覚
・
世
界
）
26
（

』）
と
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

話
者
の
「
今
朝
賀
茂
川
の
水
か
さ
が
増
し
た
」
と
い
う
声
を
聞
い
た

と
き
、
わ
た
し
に
水
か
さ
の
増
し
た
賀
茂
川
、
今
朝
の
賀
茂
川
が
立

ち
現
れ
る
。
…
聞
き
手
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
言
葉
の
意
味
の
了
解
な

る
も
の
は
実
は
、
話
し
手
の
声こ

わ

振ぶ

り
に
触
れ
ら
れ
て
動
か
さ
れ
る
こ

と
、
…
或
る
「
も
の
」「
こ
と
」
が
…
じ
か
に
立
ち
現
れ
る
こ
と
、

に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
「
意
味
」
と
か
「
表
象
」
と
か
「
心
的
過

程
」
と
か
の
仲
介
者
、
中
継
者
が
介
入
す
る
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
言
葉
（
声
振
り
）
が
じ
か
に
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
を

立
ち
現
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
言
葉
の
働
き
は
こ
の
点
に
お
い
て
、

ま
さ
に
「
こ
と
だ
ま
」
的
な
の
で
あ
る
。 
（「
こ
と
だ
ま
論）
27
（

」）

　言
語
と
実
在
を
仲
介
し
関
係
付
け
る
、
意
味
や
心
的
過
程
は
な
い
。
そ

れ
ら
は
独
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
言
語
を
介
し
て
世
界
は
じ
か
に
人
間
に
立
ち
現
れ
、
知
覚
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
言
語
・
知
覚
・
世
界
は
、
互
い
に
切
り
離
し
て
扱
う
こ
と
の
で

き
な
い
問
い
な
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、「
心コ

コ
ロと

事コ
ト

と
言コ
ト
バと

は
み
な
相ア
ヒ

称カ
ナ

へ
る
物
」
と
い
う
言
葉
と
共
鳴
す
る
。
両
者
は
同
一
の
事
態
を
志
向
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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　（17
）
『
本
居
宣
長
全
集

　第
九
巻
』
一
二
一
頁
。

　（18
）
同
、
一
四
九
頁
。

　（19
）
『
本
居
宣
長
全
集

　第
十
巻
』
六
四
頁
。

　（20
）
横
山
紘
一
『
唯
識
の
哲
学
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
竹
村
牧
男
『
唯

識
の
構
造
』（
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
）、
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究

　下
巻

　

教
義
論
』
を
参
照
。

　（21
）
『
国
訳
一
切
経

　経
集
部
三
』
二
八
頁
、
三
〇
頁
。

　（22
）
『
国
訳
大
蔵
経

　論
部
第
十
巻
』
三
七
二
〜
三
七
三
頁
。

　（23
）
『
本
居
宣
長
全
集

　第
九
巻
』
二
三
八
頁
。

　（24
）
同
、
三
三
頁
。

　（25
）
宣
長
は
、
言
語
の
違
い
は
世
界
の
捉
え
方
の
違
い
と
す
る
、
た
と
え
ば
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
七
六
七
〜
一
八
三
五
）
の
言
語
観
に

近
い
思
想
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ン
ボ
ル
ト
『
言
語
と
精
神
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

　（26
）
大
森
荘
蔵
『
言
語
・
知
覚
・
世
界
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
五
二
頁
。

　（27
）
同
『
物
と
心
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
〇
頁
、
一
八
二
頁
。

（
せ
い
た
・
ま
さ
あ
き
、
近
世
思
想
、
佛
教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

の
関
係
を
、
倶
舎
・
唯
識
思
想
に
関
連
さ
せ
て
考
察
し
た
。
本
論
文
は
可
能
な

限
り
こ
れ
と
の
重
複
を
避
け
た
が
、
議
論
を
組
み
立
て
る
上
で
重
複
が
生
じ
る

部
分
が
あ
る
。
本
論
文
の
重
点
は
、
宣
長
に
お
け
る
「
意
言
」
の
考
察
を
深
め

つ
つ
、
前
記
論
文
で
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
認
識
と
言
語
の
関
係
、
及
び
言
語
と

実
在
の
関
係
を
現
代
哲
学
も
含
め
て
考
察
し
、
宣
長
の
言
語
観
と
倶
舎
・
唯
識

思
想
と
の
異
同
を
明
確
に
す
る
点
に
あ
る
。
尚
、「
契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と

本
居
宣
長
の
言
語
観
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

　文
学
研
究
科
篇
』
第
四
十

六
号
、
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
宣
長
に
お
け
る
「
声
」
の
問
題
を
仏
教
の
言
語

観
と
関
連
付
け
て
検
討
し
た
。

　（4
）
『
日
本
思
想
大
系
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　世
阿
弥

　禅
竹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
四

八
頁
。

　（5
）
『
古
事
記
伝
』
に
は
こ
の
五
つ
の
語
の
外
に
、
現
在
で
も
一
般
的
に
使
わ
れ
る

「
叶
ふ
」「
相
叶
ふ
」
の
語
が
あ
る
。

　（6
）
横
山
紘
一
『
唯
識
と
は
何
か
』（
春
秋
社
、
一
九
八
六
年
）
一
三
〇
頁
、
二
〇

五
頁
、
二
〇
九
〜
二
一
一
頁
。

　（7
）
『
本
居
宣
長
全
集

　第
九
巻
』
六
頁
。

　（8
）
尼
ヶ
崎
彬
「
心
詞
の
戦
略
│
定
家
歌
論
の
本
質
」（『
国
文
学:

解
釈
と
教
材

の
研
究
』
三
三
巻
一
三
号
、
一
九
八
八
年
）
一
〇
八
頁
。

　（9
）
『
契
沖
全
集

　第
十
巻
』
一
一
四
頁
。

　（10
）
『
本
居
宣
長
全
集

　第
二
巻
』
一
二
四
頁
。

　（11
）
『
古
事
記
伝
』
の
自
筆
稿
本
は
草
稿
本
（
巻
十
八
〜
四
十
四
の
み
）、
再
稿
本

（
全
四
十
四
巻
）、
三
次
稿
本
（
巻
一
〜
三
の
み
）
の
三
種
類
が
現
存
す
る
。

　（12
）
岩
波
文
庫
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
一
五
九
頁
。

　（13
）
本
庄
良
文
「『
選
択
集
』
第
十
二
章
に
お
け
る
随
自
意
・
随
他
意
説
」（『
法
然

仏
教
の
諸
相
』
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
所
収
）
参
照
。

　（14
）
横
山
紘
一
「
仏
教
の
言
語
観
（
一
）（
二
）」（『
三
蔵
一
〇
七
・
一
〇
八
』
所
収
、

一
九
七
五
年
）、
同
前
掲
『
唯
識
と
は
何
か
』、
長
尾
雅
人
『
摂
大
乗
論
下
』（
講

談
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

　（15
）
『
国
訳
一
切
経

　毘
曇
部
二
十
五
』
一
〇
〜
一
一
頁
。

　（16
）
同
、
二
四
四
頁
。


